
〇諫早湾干拓調整池の水位を標高マイナス１.０メートルで低く管理することで、大雨時でも標
高の低い後背地の雨水がスムーズに調整池に流れ込み、湛水被害を防止。

〇令和3年8月の大雨でも、現時点で調整池周辺で大きな被害発生は確認されておらず、調整池
の防災機能を発揮。

写真位置
（川内町大籠付近）

諫早湾干拓事業による防災効果（令和3年8月豪雨）

締切り前（昭和56年６月30日） 締切り後（令和3年8月11～14日）

最大時間雨量 26ﾐﾘ
日最大雨量 224ﾐﾘ
総降水量 224ﾐﾘ

最大時間雨量 77ﾐﾘ
日最大雨量 252ﾐﾘ
総降水量 667ﾐﾘ（4日間）

歴代6位 歴代3位
歴代7位

※雨量データは気象庁アメダス諫早地点（昭和51～） 、諫早湾潮位は気象庁大浦地点の実測潮位（R3は速報値）、河川水位は国土交通省不知火地点、
写真は撮影方向が異なる（S56は南側を望む、R3は東側を望む）

最大湛水深60cm

諌早湾

調整池
本明川

諌早湾

本明川

▽ +2.71m(最大)

▽ -1.00m
(管理水位)

潮受堤防

▽ +2.28m(最大)

▽ +2.59m(最大)
河川堤防

背後低平地 背後低平地

河川水位が高く排水不可

河川堤防

雨水をスムーズに排水！！

湛水発生 湛水なし

調整池水位
河川水位

河川水位

諫早湾潮位
諫早湾潮位

令和３年９月

▽+0.51m(最大)
▽+0.12m(最大)


